
 

第２回高病原性鳥インフルエンザ対策本部会議 

 

日時 令和４年２月 15 日（火） 

10 時 00 分から 

場所 県庁 12 階 特別会議室  
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１ 防疫対応について 

 

 

２ その他 
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本県における高病原性鳥インフルエンザの発生及び防疫対応について 

 

１ 発生の概要 

 (1) 農場所在地：久慈市 

 (2) 飼養状況 ：肉用鶏 約 42,000 羽（６棟） 

 (3) 経緯等 

期 日 時 間 内   容 

2/11（金） 10：00 ・農場から県北家畜保健衛生所に、鳥インフルエンザを疑う

異常鶏の発生について報告 

 14：00 ・県北家畜保健衛生所が農場で簡易検査を実施した結果、 

「陽性」を確認 

12/12（土） 10：00 ・中央家畜保健衛生所が遺伝子検査（ＰＣＲ検査）を実施し

た結果、再度「陽性」を確認し、国において、疑似患畜で

あることを確認 

 

２ 本県の防疫対応等 

 (1) 経過 

期 日 時 間 防 疫 措 置 

2/12（土） 10：00 ・高病原性鳥インフルエンザ対策本部の設置 

・発生農場での殺処分等を開始 

・発生農場から半径３km の区域を移動制限区域に、半径３

～10km の区域を搬出制限区域に指定 

・県内の国道 45 号などに、畜産関係車両等の消毒を実施す

る「消毒ポイント」を６か所設置 

 13：00 ・埋却地の掘削を開始 

 19：10 ・掘削を完了 

13（日） 7：10 ・発生農場での殺処分を完了（殺処分した鶏 41,471 羽） 

 8：30 ・殺処分した鶏や鶏糞等を埋却地へ搬出開始 

14（月） 10：00 ・埋却地への搬出を完了 

 012：00 ・発生農場の清掃・消毒を完了 

 15：45 ・殺処分した鶏や鶏糞等の埋却を完了（フレコンバック計

429 袋）⇒ 発生農場の防疫措置の完了 

※ 従事者数：県職員延べ 782 人ほか建設業協会関係職員等 

 (2) 農林水産省との連携 

  ① 県との連携調整のため、農林水産省からリエゾン職員を派遣（2/11(金)～12(土)） 

  ② 知事と中村農林水産副大臣とのＷＥＢ会談（2/12(土)10：45～11：00） 

・知事から、緊密な連携と殺処分等が行われた生産者への経営支援について要望 

  ③ 発生原因調査のため、国の疫学調査チームが発生農場を立入調査（2/12(土)） 

資料１‐１ 
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３ 今後の対応 

 (1) 2/25(金)（発生農場での防疫措置完了後 10 日以上が経過）に、移動制限区域内

の発生農場以外の１農場で、高病原性鳥インフルエンザの新たな発生が無いかを確

認する清浄性確認検査を実施（結果判明に概ね４日程度、3/1(火)頃） 

 (2) 3/1(火)に、清浄性確認検査で陰性が確認された場合に、国と協議の上、搬出制

限区域を解除し、消毒ポイント３か所を廃止（想定） 

 (3) 3/8(火)（発生農場での防疫措置完了後 21 日以上が経過）に、国と協議の上、移

動制限区域を解除し、残りの消毒ポイント３か所を廃止（想定） 

 

 

 

……………………………………………………………………………………………………… 

（参考） 高病原性鳥インフルエンザの防疫措置の流れ 
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高病原性鳥インフルエンザ消毒ポイント
令和４年２月15日現在

① 鳥谷ポンプ場

② もしもしピット洋野

③ もしもしピット長内町

④ 山口小橋付近待避所

⑤ ほたてんぼうだい

⑥ 蒲の口地区センター
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農場における防疫作業 

 

防疫作業の準備 

 

 

鶏舎内での炭酸ガスによる鶏の処分 
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埋却地における防疫作業 

 

埋却溝の掘削及び石灰散布 

 

 

殺処分した鶏や鶏糞等の汚染物品の埋却 



我が国で高病原性鳥インフルエンザの
発生が確認されました！

今一度、本病の発生予防を徹底しましょう！

本病の予防には家きん舎への人や車両、野鳥を含む
野生動物を介したウイルスの侵入防止対策が重要です！

発生予防対策の重要ポイント

家きん舎の周囲にはウイルスが侵入する経路が多く存在しています。

今一度、点検・確認をお願いします！

野鳥等の野生動物の
家きん舎への侵入防止
（防鳥ネットなど）

農場に入る車両の徹底した消毒

家きん舎内に入る
人・物の徹底した消毒

野生動物対策 人・物・車両対策

◆これまで以上に念入りに、飼養家きんの毎日の健康観察を行ってください。
◆異状を見つけた場合には、直ちに最寄りの家畜保健衛生所に連絡してください。

◎例外を作らずに必ず実施することが大切です！

集卵ラインの隙間から
ネコが侵入することも！

小型の野生動物の侵入防止

家きん舎

（農林水産省HP「鳥インフルエンザに関する情報」→）

020631
長方形

020631
タイプライターテキスト
岩手県

020631
テキストボックス
家きんを飼養する皆様へ

020768
テキストボックス
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いつもの消毒の方法は適切ですか？             

「やったつもり」をなくしましょう！             

   お互いに、作業内容を確認して、「やったつもり」をなくしましょう！ 

定期的に、一斉消毒を行うとともに、日頃の消毒方法や実施状況を確認して、

家畜の伝染病の侵入を防ぎましょう。 

 

～病気の侵入を防ぐためには、 
  地地地域域域全全全体体体ののの取取取組組組が効果的です！～ 

消毒を徹底しましょう！             

畜舎入口 

    

○消毒液の 

  交換を！ 

○畜舎周囲の 

 環境整備を！ 

家畜を飼養する皆様へ 
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農場入口 

通路 

    ○消石灰で 

 真っ白に！ 

 

 

    

 

○長靴の裏に、汚れは 

 ついていませんか？ 

○踏込消毒槽が汚れた水槽   

 になっていませんか？ 

 

岩手県県南家畜保健衛生所 

○いつ、だれが消毒したか 

 記録はありますか？ 

毎毎毎月月月１１１日日日ははは、、、「「「消消消毒毒毒・・・点点点検検検ののの日日日」」」 

○消毒前の洗浄 

（汚れの徹底除去）は？ 

 

    

○入場車両の消毒は？ 

○消毒液の 

時期、回数、濃度は？ 
 

荷台 

    

タイヤ 

    
タイヤハウス 

    

手指 

    

靴、フロアマット 

    

 

 

020631
タイプライターテキスト
岩　手　県

020631
長方形



 

 

 

 

 

 

 

死亡野鳥における高病原性鳥インフルエンザウイルスの遺伝子検査結果について 

 

１ 主な経緯等 

(1) 死亡野鳥の回収地点 

  久慈市長内町 

 (2) 経緯 

・２月８日（火）に久慈市内で回収。２月９日(水)に死亡が確認されたオオハクチョウにつ

いてＡ型鳥インフルエンザ簡易検査を実施し、陽性反応を確認。遺伝子検査のため、検体を

鳥取大学に送付。 

・国において回収地点の周辺 10km 圏内を２月９日付けで野鳥監視重点区域に指定。県は、県

北広域振興局において主要な野鳥飛来地 17 箇所を１日１回巡回し監視を強化。 

 

 

２ 検査結果 

  ２月 14 日（月）、鳥取大学（国の遺伝子検査機関）による検査の結果、高病原性鳥インフルエ

ンザウイルス（Ｈ５亜型）を検出。 

  結果については、国及び県において、同日 18：00 にプレスリリース。 

 

 

３ 今後の対応  

・ 残り３件（久慈市内カラス３羽）の遺伝子検査についても、鳥取大学において実施中。 

・ 野鳥の重点監視については、引き続き監視区域内等において１日１回の巡視を継続（18 箇所に拡大）。 

 

〇本年度の陽性反応の状況（2/14 現在） 

番号 場 所 種 名 回 収 日 簡 易 検 査 遺伝子検査 監視重点区域指定 

１ 久慈市長内町 オオハクチョウ 2/8 陽性 2/14 陽性 

2/9 指定 
２ 久慈市長内町 ハシブトガラス 2/11 陽性 検査中 

３ 久慈市長内町 ハシブトガラス 2/11 陽性 検査中 

４ 久慈市小久慈町 ハシブトガラス 2/13 陽性 検査中 

※１）2/14 現在、全県では 39 件の野鳥の簡易検査を行っている。 

 ２）検体は全て鳥取大学へ送付しており、遺伝子検査を実施中。 

 

 

 

 

【担当：藤原 内 5370、髙橋 内 5371】 

第２回本部員会議資料 
令 和 ４ 年 ２ 月 1 5 日 
環境生活部自然保護課 



岩手県環境生活部自然保護課

　　　電話番号 019-629-5371





 

第２回高病原性鳥インフルエンザ対策本部会議 

知事メッセージ（令和４年２月 15 日） 

 

 

久慈市で確認された高病原性鳥インフルエンザの疑い事例について、昨日、

２月 14 日 15 時 45 分をもって、発生農場の防疫措置を完了しました。 

 

今後は、本県における高病原性鳥インフルエンザの収束に向け、引き続き、発

生農場の消毒や移動制限区域内の検査等を進め、発生防止に万全を尽くして参

ります。 

 

養鶏農場の皆様には、引き続き、飼養衛生管理を徹底して、発生防止に万全を

期すようお願いします。特に、早期発見・早期通報を徹底していただきますよう

お願いします。 

 

県民の皆様には、死亡した野鳥など、野生生物は、素手で触らないようお願い

します。 

野鳥への餌付けは、餌付け場所に鳥が密集することで、鳥インフルエンザウ

イルスなどの拡大をまねくおそれがありますので、自粛するようお願いします。 

また、鳥インフルエンザウイルスが靴等に付着し、他の地域に拡散するおそ

れがあるため、野鳥に近づきすぎないようお願いします。 

 

鳥インフルエンザに感染した鶏肉や、卵が市場に出回ることはありません。 

我が国ではこれまで、鶏肉や卵を食べて、鳥インフルエンザウイルスに感染

した例は報告されていませんので、県民の皆様には、心配をされないようお願

いします。 

 

 

令 和 ４ 年 ２ 月 1 5 日 

岩手県知事 達増 拓也 

 


